
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウエブを走行方向に沿って所定の間隔で当該ウエブの幅方向にわたって断裁する断裁胴
を有する折機を備えた輪転印刷機において、
　

　前記折機内の前記断裁胴 に配設され、当該ウエブを
走行方向にガイドすると共に、当該ウエブの走行方向下流端が

当該ウ
エブの幅方向全長に渡って直線状をなすウエブガイド
　を備えていることを特徴とする輪転印刷機。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記ウエブガイドの前記ウエブの走行方向上流端に、当該ウエブの走行方向上流側ほど
当該ウエブから離れるように曲折する突起部が形成されている
　ことを特徴とする輪転印刷機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、 に関する。
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と前記下部ニッピングローラとの間
、当該断裁胴の直前位置ま

で通された当該ウエブの先端側を当該ウエブの幅方向に沿って切断できるように、
と

折機を備えた輪転印刷機



【０００２】
【従来の技術】
輪転印刷機には、印刷されたウエブを折りたたむ折機が一般的に付設されている。このよ
うな折機には、ウエブを引っ張る上部ニッピングローラおよび下部ニッピングローラや、
上部ニッピングローラと下部ニッピングローラとの間に配設されてウエブに横ミシン目を
入れる横ミシン胴や、下部ニッピングローラのウエブ走行方向下流側に配設されてウエブ
を横裁ちする断裁胴などが備えられている。
【０００３】
このような折機を備えた輪転印刷機において、印刷を開始する場合には、ウエブを折機の
断裁胴の直前位置まで紙通しし、当該ウエブの先端側を作業者が所定長破り取って取り除
いた後に、当該ウエブを断裁胴に紙通ししている。すなわち、ウエブを前記ニッピングロ
ーラ間に紙通しする際に当該ウエブを折機の断裁胴の直前位置まで紙通ししてくると、ウ
エブの先端側にクーリングローラの水滴等が付着して当該ウエブの先端側が湿ってしまう
と共に、当該紙通しの際にウエブの先端側にしわや破れ等を生じてしまうので、作業者が
当該ウエブの先端側を損紙として破り取っているのである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
前述したように、作業者がウエブの先端側を破り取ると、図７に示すように、ウエブ１０
０の新たな先端１００ａが不定形状（波状）となってしまう。このため、このような先端
形状のウエブ１００を断裁胴に紙通しした際に、図７に示すように、ウエブ１００が点線
Ａに沿って断裁胴により切断されると、図８（ａ）に示すように、切断されたウエブ１０
０の紙片１０１ａが一体形状であるため、切断された紙片１０１ａを容易に取り除くこと
ができるものの、図７に示すように、ウエブ１００が点線Ｂに沿って断裁胴により切断さ
れてしまうと、図８（ｂ）に示すように、切断されたウエブ１００の紙片１０１ｂが多数
の細かい形状となってしまうため、切断された紙片１０１ｂをすべて取り除くことが困難
となってしまう。このような紙片１０１ｂを取り残したまま印刷を開始してしまうと、紙
詰まり等の問題を生じてしまう虞がある。
【０００５】
このため、このような折機を付設した輪転印刷機においては、切断したウエブの紙片を常
に確実に除去することが強く求められていた。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前述した課題を解決するための、本発明による輪転印刷機は、ウエブを走行方向に沿っ
て所定の間隔で当該ウエブの幅方向にわたって断裁する断裁胴を有する折機を備えた輪転
印刷機において、

前記折機内の前記断裁胴 に配
設され、当該ウエブを走行方向にガイドすると共に、当該ウエブの走行方向下流端が

当該ウエブの幅方向全長に渡って直線状をなすウエブガイド を備えてい
ることを特徴とする。
　また、上記輪転印刷機において、前記ウエブガイドの前記ウエブの走行方向上流端に、
当該ウエブの走行方向上流側ほど当該ウエブから離れるように曲折する突起部が形成され
ていることを特徴とする。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　本発明による の実施の形態を図１～３を用いて説明する。なお、図１は、そ
の要部の側面図、図２は、正面図、図３は、平面図である。
【０００８】
図１において、１１３は横ミシン胴、１１４は横ミシン受胴、１１５，１１６は下部ニッ
ピングローラ、１１７は断裁胴、１１８は折胴である。
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【０００９】
横ミシン胴１１３および横ミシン受胴１１４は、折り曲げたウエブ１００の内側に空気を
閉じ込めてしまうことを防ぐと共に、折りじわの発生の防止や折り目の精度の向上などを
図ることができるように、ウエブ１００の走行方向に沿って所定の間隔で当該ウエブ１０
０の幅方向に沿ってミシン目を入れるようになっている。
【００１０】
下部ニッピングローラ１１５，１１６は、横ミシン胴１１３および横ミシン受胴１１４の
ウエブ１００の走行方向下流側に設けられ、横ミシン胴１１３および横ミシン受胴１１４
のウエブ１００の走行方向上流側に設けられた図示しない上部ニッピングローラと共働し
てウエブ１００を所定の張力で保持することができるようになっている。
【００１１】
断裁胴１１７は、下部ニッピングローラ１１５，１１６のウエブ１００の走行方向下流側
に設けられ、折胴１１８と共働してウエブ１００を走行方向に沿って所定の間隔で当該ウ
エブ１００の幅方向にわたって断裁して折胴１１８に受け渡すようになっている。
【００１２】
折胴１１８は、断裁胴１１７と対をなすように設けられ、外周面に図示しない折りブレー
ドが突設されており、断裁胴１１７から受け取った紙の中央部分（折り目部分）を前記折
りブレードで外周面から浮き上がらせ（突出させ）、当該紙の当該ブレード部分を隣接す
る図示しないくわえ胴にくわえさせることにより、当該くわえ胴に当該紙を折り曲げなが
ら受け渡すことができるようになっている。
【００１３】
また、図１～３に示すように、横ミシン胴１１３および横ミシン受胴１１４と下部ニッピ
ングローラ１１５，１１６との間のウエブ１００の前記折胴１１８側には、当該間のウエ
ブ１００の走行方向全長にわたって当該ウエブ１００の走行をガイドするガイドプレート
１１がウエブ１００の走行状態を確認できるように当該ウエブ１００の幅方向に所定の隙
間を有しながら複数配設されており、これらガイドプレート１１は、図示しないフレーム
に対して固定された取付ビーム１３ａ，１３ｂに取り付けられている。これらガイドプレ
ート１１は、ウエブ１００の走行方向上流側が当該ウエブ１００を受け入れやすいように
当該上流側ほどウエブ１００から離れるように曲折している。
【００１４】
図１～３に示すように、横ミシン胴１１３および横ミシン受胴１１４と下部ニッピングロ
ーラ１１５，１１６との間のウエブ１００の前記断裁胴１１７側には、当該間のウエブ１
００の走行方向下流寄りの当該ウエブ１００の走行をガイドするガイドプレート１２が当
該ウエブ１００を挟んで前記ガイドプレート１１と対向するように当該ウエブ１００の幅
方向に所定の隙間を有しながら複数配設されており、これらガイドプレート１２は、図示
しないフレームに対して固定された取付ビーム１３ｃに取り付けられている。これらガイ
ドプレート１２は、ウエブ１００の走行方向上流側が当該ウエブ１００を受け入れやすい
ように当該上流側ほどウエブ１００から離れるように曲折すると共に、ウエブ１００の走
行方向下流側が当該下流側ほどウエブ１００から離れるように曲折している。
【００１５】
一方、図１，２に示すように、下部ニッピングローラ１１５，１１６と断裁胴１１７およ
び折胴１１８との間のウエブ１００の当該折胴１１８側には、当該間のウエブ１００の走
行方向上流寄りの当該ウエブ１００の走行を当該ウエブ１００の幅方向全長にわたってガ
イドするガイドプレート１が設けられており、当該ガイドプレート１は、図示しないフレ
ームに対して固定された取付ビーム３ａに取り付けられている。当該ガイドプレート１は
、ウエブ１００の走行方向上流端に突起部１ａが形成されており、当該突起部１ａは、ウ
エブ１００の走行方向上流側ほど当該ウエブ１００から離れるように曲折して、前記下部
ニッピングローラ１１６の外周面に当該周方向に沿って形成された図示しない溝内に没入
している。
【００１６】
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図１，２に示すように、下部ニッピングローラ１１５，１１６と断裁胴１１７および折胴
１１８との間のウエブ１００の当該断裁胴１１７側には、当該間のウエブ１００の走行方
向上流寄りの当該ウエブ１００の走行をウエブ１００の幅方向全長にわたってガイドする
本発明にかかるウエブガイドであるガイドプレート２が設けられており、当該ガイドプレ
ート２は、図示しないフレームに対して固定された取付ビーム３ｂに取り付けられている
。当該ガイドプレート２は、ウエブ１００の走行方向下流側の端部２ｂが当該ウエブ１０
０の幅方向全長に渡って一直線状をなすと共に、ウエブ１００の走行方向上流端に突起部
２ａが形成されており、当該突起部２ａは、ウエブ１００の走行方向上流側ほど当該ウエ
ブ１００から離れるように曲折して、前記下部ニッピングローラ１１５の外周面に当該周
方向に沿って形成された溝１１５ａ内に没入している。
【００１７】
このようなガイドプレート２を備えた折機の付設された輪転印刷機において印刷を開始す
る場合、まず、ウエブ１００を断裁胴１１７および折胴１１８の直前位置まで紙通しする
。このようにしてウエブ１００を紙通しすると、ウエブ１００の先端側にクーリングロー
ラの水滴等が付着して当該ウエブ１００の先端側が湿ってしまうと共に、当該紙通しの際
にウエブ１００の先端側にしわや破れ等を生じてしまうので、当該ウエブ１００を繰り出
して上記湿潤部分および上記損傷部分を巻き取る。
【００１８】
次に、作業者がウエブ１００の先端側の巻き取り部分を把持し、図４に示すように、ウエ
ブ１００をガイドプレート２の前記端部２ｂに当てて当該端部２ｂに沿うようにして当該
ウエブ１００を引き裂くと、ウエブ１００は、その切断面がガイドプレート２の上記端部
２ｂに沿った形状、すなわち、図５に示すように、先端１００ａが一直線状に切り取られ
る。
【００１９】
このようにしてウエブ１００を切り取って上記巻き取り部分を損紙として取り除いた後、
ウエブ１００の新たな先端１００ａ側を断裁胴１１７と折胴１１８との間に紙通しすると
、ウエブ１００は、断裁胴１１７によりどのような箇所を切断されても、図６に示すよう
に、一体形状をなす紙片１０１ａが常に生じるようになる。
【００２０】
したがって、切断された紙片１０１ａを取り残すことなく確実に取り除くことができるの
で、印刷時の紙詰まり等の発生を大幅に減少させることができる。
【００２１】
なお、本実施の形態では、ガイドプレート２の端部２ｂを単なる一直線状としたが、鋸刃
状の刃部を形成した直線状とすることも可能である。
【００２２】
【発明の効果】
　本発明による では ウエブの先端側を断裁胴および折胴の間に紙通しするに
先立って損紙として取り除く場合、当該ウエブの新たな先端が一直線状となるように当該
ウエブを切り取ることが容易にできるので、当該ウエブの断裁胴と折胴との間への紙通し
に際して、断裁胴がウエブのどのような箇所を切断しても、一体形状をなす紙片が常に生
じるようになることから、切断された紙片を取り残すことなく確実に取り除くことができ
るようになり、印刷時の紙詰まり等の発生を大幅に減少できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による の実施の形態の要部の側面図である。
【図２】正面図である。
【図３】平面図である。
【図４】作用説明図である。
【図５】先端側を損紙として除去されたウエブの先端の平面図である。
【図６】断裁胴と折胴との間に紙通した際に切断されたウエブの先端側の紙片の平面図で
ある。
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【図７】先端側を損紙として除去されたウエブの従来の先端の平面図である。
【図８】輪転印刷機に付設された折機内の断裁胴と折胴との間に紙通した際に切断された
ウエブの先端側の従来の紙片の平面図である。
【符号の説明】
１　ガイドプレート
２　ガイドプレート
２ａ　突起部
２ｂ　端部
３ａ，３ｂ　取付ビーム
１００　ウエブ
１００ａ　先端
１０１ａ　紙片
１１５，１１６　下部ニッピングローラ
１１７　断裁胴
１１８　折胴

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(5) JP 3782207 B2 2006.6.7



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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